
 

 

 

 

 

 

 
「応答する」（response）のが大人の責任（responsibility） 

 
副校長 葉 狩  学 

 

今年の干支「卯」はもともと「茂」という字が由来といわれ、「春の訪れを感じる」という意味だそうです。ま

た、「卯」という文字の形が「門が開いている様子」を連想させることから「冬の門が開き、飛び出る」という意味

があるそうで、「これまでの努力が花開き、実り始めること」といった縁起のよさも表しているそうです。皆様にと

って今年がよい年でありますように。 

 さて、先日は本格的な寒波到来によりこの冬一番の大雪で非常に厳しい寒さとなりましたが、寒さとともに鳥取県

はインフルエンザの流行期に入りました。そんな中、政府は新型コロナの感染症法上の位置付けを今年の５月連休明

けに「５類」に移行する方針を固めました。鳥取県では１日当たりの新規感染者数が１，０００人を下回り落ち着き

を取り戻しつつあるものの、先日は本校で感染拡大傾向が見られ、集団ＰＣＲ検査を実施しました。その結果とその

後の陽性判明の状況から、緊急措置として４日間臨時休校としました。引き続き感染拡大防止の対策を徹底して参り

ますが、まだまだ予断を許しません。ご家庭におかれましても学校での感染拡大防止にご理解とご協力をお願いいた

します。  

 これまではウィズコロナのもと、いかにコロナウイルスと共存して学校経営を行っていくかを考えて参りました

が、いよいよコロナ禍のあと（アフターコロナ）どのような学校経営をすべきか具体的に考えるときがやってきまし

た。とは言いましてもコロナが完全に終息するというよりは、コロナの終息に向かう中でこれからどうすべきかどう

あるべきかを考えるポストコロナがより現実的であります。その一つに、子供の人間関係性についてもポストコロナ

を見据えて考えてみる必要があります。子供たちはコロナ禍以前に比べ、行動が制限されストレスを抱えることが多

い中で３年余りを過ごしています。学校では行事一つをとってみましても中止や延期、内容の変更が当たり前になり

ました。お互いマスクを着けたままで表情を読み取ることができない、思い切りじゃれ合ったり、大声で泣き笑いし

たりする機会が減っているのも事実です。子供がストレスを抱え、子供同士のトラブルに発展した事例も多々ありま

す。子供同士のコミュニケーション不足はもちろんのこと、保護者同士や学校と保護者のコミュニケーション不足か

ら、学校対応に異論を訴える保護者もありました。学校対応への異論は学校教育への信頼と期待の裏返しとも捉える

ことができますが、学校教育のあるべき姿や方針を十分理解してもらえていなかったのかもしれません。保護者同士

の関係性が希薄になる中で、保護者にとって子供同士の些細なトラブルが悩みの種となっていることもありました。

「子供にとって、学校は小さな社会」と言われますが、本来社会性を育む場としての機能をこのコロナ禍の中、十分

発揮できていたのかと考えさせられます。コミュニケーション能力を育てるのは、子供同士はもちろんですが、最も

関係性が深く多くの時間を共にするは家庭であり、その次に子供と多くの時間を過ごすのは学校です。筑波大学名誉

教授で教育社会学者の前茨城県つくば市教育長 門脇 厚司 氏は、著書『子どもの社会力』で次のように述べてい

ます。 
 

最も大切なことは、子供の働きかけにきっちりと「応答する」（response）のが大人の責任（responsibility）

であります。子供が仕掛けてくる行為の意図を敏感に察し、それに適切に応じて適切な行為を返す（response）

ことができる能力（ability）を備えていることが、子育てにかかわる大人の責任（responsibility）でありま

す。 
 

 私たち大人が徹底して子供とかかわり適切な応答を継続的に行っているかが大切であり、具体的にはひたすら子供

とのやり取りをすることであり、子供がほほ笑めば時を移さずしてほほ笑み返し、子供が語りかければ真摯に向き合
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い真剣に受け止めてあげることを後回しにせず、すぐに反応してやることです。なかなかできるようでいつもはでき

ないことではありますが、まずは子供を取り巻く周りの大人の意識やかかわり方が大切です。わが子はもちろん、わ

が子を取り巻く子供たちもいっしょに育てようとする大人の姿勢は、巡り巡って「情けは人のためならず」わが子が

育つよりよい子供同士の人間関係性を築くことにもなります。子供の育む環境づくりは、私たち大人一人一人にかか

っており、それがコロナ禍の中、そしてポストコロナを生きる子供たちの社会力を形成することにつながるのではな

いかと考えます。新型コロナ感染症は、子供を取り巻く環境としてはピンチかもしれませんが、私たち大人にとって

は考え方次第で学ぶべきチャンスもたくさんあるのではないでしょうか。 

 

バイキング給食・デラックス給食について 

給食センターの協力のもと、卒業を控えた６年生が毎年３月にバイキング給食を行っていました。これは、普段の給

食のメニューを越えて、豪華な給食を児童がバイキング方式で食事するイベントです。さらにコロナ禍となった３年前

からは、デラックス給食として、バイキング方式ではなく同じメニューを全員に準備していただき、実施してきまし

た。 

このバイキング給食・デラックス給食ですが、本来のねらいは、お世話になった先生方を６年生が会食に招待し、感

謝の気持ちを伝え、卒業前に先生方と思い出を作るというものでした。しかしながら、このデラックス給食を行うため

には、本校の５年生以下の給食を止めることはもとより、附属特別支援学校や附属幼稚園の給食も止めることになり、

多くの子供や保護者に負担がかかります。また、近年は本校では上記のようなねらいを行う教育課程を行っていませ

ん。これらの理由より、今後の取組みとしてバイキング給食・デラックス給食は実施が困難との結論となり、今年度よ

り行わないことといたしました。楽しみにしていたお子さんもおられるとは思いますが、ご理解、ご了承をいただきま

すようお願いいたします。 

なお、６年生には、毎年、給食メニューの希望を聞くアンケートを行って希望の多いメニューを出す「リクエスト給

食」を行っており、今年度は懇話会から卒業を祝うデザートを提供していただくことを考えています。 

 

ＪＲの児童の下校について 

本校では、児童の通学は原則徒歩や公共交通機関を使って自分で行うこととしています。現在は、新型コロナウイル

スへの感染不安解消のため、本来公共交通機関を利用する児童うち、ご家庭で感染への特段の配慮が必要な場合などに

送迎を認めています。この対策は今後いつまでも続くのではなく、新型コロナウイルスの終息状況や政府、県の方針の

変更等に伴い、将来的には廃止していくことになります。 

一方で、昨年の３月のＪＲダイヤ改正により、現在、ＪＲを利用している児童のうち、次の場合は下校時の待ち時間

が６０分を超え、毎日学校待機をしています。 

５校時終了後【１４：４０頃下校開始】 上り（鳥取駅に向かう列車）１６：０６発 

    ６校時終了後【１５：３０頃下校開始】 下り（倉吉駅に向かう列車）１６：３７発 

該当の児童は、非常に待ち時間が長くなっており、毎日のことですので負担が大きくなっています。したがって、上

記のお子さんに限り、コロナウイルス終息の可否に関わらずご家族のお迎えを可とします。 

上記に当てはまるご家庭で、現在自家用車で迎えをしていないが、希望されるご家庭がありましたら、担任にご連絡

ください。また、新型コロナウイルスへの感染不安での送迎が終了した後については、ＪＲ利用のご家庭に改めて連絡

いたします。 

この対応は、今後ＪＲのダイヤ改正に伴い、児童の下校時の待ち時間が６０分より短くなるようでしたら、変更や廃

止をすることもありますので、その際には改めてご連絡いたします。 

 

 

 

 

 

欠席・遅刻連絡 

Googleフォームへ 

Googleドライブ 

学校配付文書 

Googleドライブ 

各学級フォルダへ 

Googleドライブは、Google保護者アカ
ウントへのログインが必要です。
Googleフォームは、ログインの必要は

ありません。ログインの方法等ご不明
の場合は、学校に電話連絡をお願いし
ます。 

※コロナ関連(感染、濃厚接触者等)以外の欠席連絡は、Googleフォームをご利用ください。 

※Googleドライブの各学年フォルダは、お子さんが欠席され、翌日の連絡を「Googleドライブ」を希望された場合に入力します。放課後の

業務等により、入力が遅くなることがありますが、ご了承ください。 


